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1. は じめに

近年 、 高出力補聴器の登場で、 いわゆ る 「聾児」が減少 し、 残存聴力 を生かせ る 「難聴児」が増加 している。 

これ らは、 もちろん教 育技術の発展によるものも大 きいが、 やは り. 補聴器の進歩による残存聴 力の活用 が進ん

で きたことが大 きな理 由であろ う。 しかし、 これ らは、 数多い補聴器か ら “その1台 ” を選択でき、 よ りよくフ

ィ ッティングができた上でこそ、 得 られ る恩恵であり、 残念ながら、 フィッティングの手法な り技術は広 く一般

化 されているものではない。

そ こで、 今回、 補聴器 フィッテ ィングの援助となるべ く補聴器のデータベースの試作にとりかかった。

2. 補聴器 フィッテ ィングにおける問題点

補聴器 フィッティングは、 規定選択法 という補聴器装用者の裸耳聴力をある数式にあてはめて、 必要な増幅率

を算出 し、 それ を満 たすように、 補聴器の利得 を調整 する方法 が一般的にな りつつある。 この方法においては、

 算出で得 られた利得 を持つ補聴器 を探すことが、 大変手間の かかる作業である。 また、 補聴器の出力を測定する

補聴器特性試験装置がない場所では、 補聴器のカタログに載っているデータから、 推測す るしか方法として残 さ

れていない。 そのカタログデータも、 補聴器の代表的な特性 しか示 して いない。 とはいえ、 補聴器蒋性賦験装置

は高価 であ り、 購入 には困難な場合が多い。

このように補聴器の特性が、 非常に限 られた場所 でしか扱えない状況 ドであれ、 やむをえず、 補聴器の プィッ

チ ィングを行なっているケースは多く、 そのために、 補聴器の不適応例が鋤て くる場合も多いと思われる。

また、 仮に補聴器特性試験装置が手元 にあっても、 補聴器 を選択する側 にとっては、 使い慣れた補聴器 を選択

しがちであ り、 数百 をこえる機種の中か ら、 あらゆる条件 でベス トである補聴器を選択で きない場 合も多い。

上で述べた問題 点が解決されるだけでも、 補聴器フィ ッティング場面で 、 よりよい補聴器が選べる可能 性が増

し、 その ことでフィッチィング上のい くつかの問題点は解決 されると考え られる。

3. 作成環境、 データ収集方法、 動作環境

これ らのソフト開発はNEC PC-9801を 使用 して行なった。 補聴器の周波数物性 のデータ収集は、 PC-9801と 、 リ

オン社のUl-11補聴 器特性試験装置 を使用 した。 このソフトは、  NEC PC-9801, EPS0N PC-286シ リーズで動作す る。

4. 「補聴器 のデー タペース」の機能

補聴器のデータベ ースを試作するにあたっては、 フィ ッティング方法にとらわれ ることな く使用できるように、

 機能を洗練 し、 単純 にデータベ ースとしての機能におさえるよ うに考えた。

機能 としては、 大き く、 2っ に分類で きる。

(Ⅰ) 特性 から補聴 器を選択 し、 その補聴器の調整 を指示する

(Ⅱ) ある補聴器の調整器の設定 で、 どのような特性が得れるかを表示す る

5. 「補聴器のデータベース」の動作

(Ⅰ) 特性 から補聴器を選択 し、 その補聴器の調整を指示す る

実際のフィッティング場面でも、 補聴器の装用 までに2段 階の決定 をしな くてはならない。 1っ は機種決

定であ り、 もう1っ はその機種内での調整の決定であ る。 このソフトでは、 これら2っ の決定 を同時に行な

うことがで きる。

① 出力の決定

検索 出力の指定は、 ディスプ レイ上の補聴器特 性用紙 上に、 マウスでプロットす ることによって行なう。

② 第1次 選択 の指示

第1次 選択では、 各補聴器ごとの実用使用範囲内に、 指定特性がどの程度、 含 まれてい るかの状態を 日

本語表示 とともに、 点数表示す る。 これに要す る時間は2秒 以内である。
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③ 第2次 選択の指示

補聴器の機種選択は、 前項の第1次 選択で可能 にな る。 しかし、 その補聴離 をどう調整 したら良いかは、

 1次 選択時には指示 されない。 この第2次 選択は、 第1次 選択で補聴器の機種 を指定す る とす ぐに始 ま り、

 その補聴器 をどうセ ッディングした ら良いかを画面表示す る. この動作は5秒 以内に終了す る。

④ 出力制限の指定

基本的な特性が決定 されると、 出力制限 をかけて いない状態での 「最大音響利得」の特性 曲線が表示さ

れ、 最大音響 利得 が表示 される。 その出力では、 大 きすぎる場合は、 マウスで希望最 大音響利得 を指定す

ると、 その指定に近い出力制限装置の調整器の調整位置を指示す る。 (図2)

以上で指定特性にあった補聴器の検索 が終了する。

図1: 補聴器出力の指定圃面

図2: 第2次選択、 補聴器〓 示地圖
〓〓〓の〓〓状腫をクラフィカルに表示する。

図3 : 音貫〓〓體の撮作による特性変化の例

(Ⅱ) ある補聴器の調整部位の設定で、 どのような特性が出るかを表示する

この機能は、 カタログ的なもので、 データベ ースに登録 されている補聴器について、 その調整状態 を指示 し

た ら、 その状態での最大出力特性曲線 と、 60dB入 力時の特性曲線 をディスプ レイに表示する。 しかし、 複数の

調整部位 について、 調整位置のすべてのパ ターンを登録すると、 データ量が膨大 にな り、 フロ ッピィベ ースで

の使用 が困難になる。 そこで、 代表的なデ-タ を登録 し、 各調整部位ごとに回転特性 (どの程度、 動 かした ら、

 どの程度変化す るかの関) を計算 させ、 それによる中間データの補完計算 を可能 にしている。

6. データの格納方法

補聴器のデータは多量であるため、 シュ ミレーション機能 によって登録デ ータ を減 らす ことも大事ではあ

るが、 1枚 のディ スクによ り多くの補聴器 を登録 させ るために、 圧縮の手法 を用いている。 そのため、 重度用 、

 軽度用補聴 器デー タディスク等、 別 々のディスクにわけて登録すれば、 実用上の問題はない と毒えている。

7. まとめ

今回、 補聴器 をデータベース化 した ことにより、 補聴器を扱い始めた初 心者が不得意 とす る、 補聴器 をある

出力にあわす作業 を、 一瞬に指示で きること、 補聴器の選択肢 を広げることができること、 補聴器特性試験装

置がある場所であれば、 その フィッテ ィングにかかる時間 を短縮で きることの可能性を見いだす ことができた。 

そのため、 補聴器 の装用者 と被装用者 とのコミュニケーションに時間 をかけることができるなど、 フィッティ

ングにおけるよりメンタルな作業に、 集中できる可能性 も含んでいる。 しか し、 試作段階でもあり、 データベ
ースに登録された補聴器が少なかったため、 臨床で使用 されるには至ってい ない。
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